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 要 旨   
 タンパク質をペプチドに選択的加水分解し、クロマトグラフィーにより分離してそれぞ

れのペプチドのアミノ酸配列を決定することは病的状態におけるペプチドの修飾や変異に

関する研究の 1 つの手法である。本研究の目的は慢性的にエタノールを投与したラットの

赤血球膜タンパク質におけるペプチドとアミノ酸量への緑茶と紅茶の影響を調べることで

ある。コントロール群には 5 週間、Lieber DeCarli 液体食のコントロールを投与した。エ

タノール群には 1 週間、Lieber DeCarli 液体食のコントロール食を投与し、その後の 4 週

間、Lieber DeCarli 液体食のエタノール食を投与した。緑茶投与群には Lieber DeCarli 液
体食のコントロール食またはエタノール食に緑茶（7 g/L）を混合して投与した。ラットの

血液より赤血球を単離し、アルカリ抽出、非イオン性界面活性剤による可溶化、透析によ

り蛋白質を単離し、トリプシンによる蛋白質の加水分解を行った。膜タンパク質のペプチ

ド混合物を HPLC で分離して解析した結果、エタノール摂取群はコントロール群に比べ、

ペプチドとアミノ酸量が減少することがわかった。さらにエタノールとともに緑茶（紅茶）

を摂取することにより、部分的にこれらのエタノール誘導性の変化が阻害されることがわ

かった。 
 
 
 
 

 




